


　
滝
乃
川
学
園
に
「
保
護
者
会
」
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い

と
い
う
保
護
者
の
方
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
保
護
者
会
は
、

毎
月
一
回
（
１
月
と
12
月
を
除
く
）、
第
２
日
曜
日
の
午
後

１
時
半
か
ら
、
正
門
を
入
っ
て
す
ぐ
の
「
生
活
介
護
棟
」
の

一
階
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。保
護
者
会
の
活
動
報
告
や
予
定
、

学
園
か
ら
の
最
近
の
出
来
事
や
連
絡
事
項
な
ど
の
情
報
を
共

有
し
合
う
集
ま
り
で
す
。

　
私
に
は
３
つ
上
の
姉
が
い
て
、
滝
乃
川
学
園
に
長
く
お
世

話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
父
親
が
保
護
者
会
の
役
員

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
16
年
前
に
亡
く
な
り
、
私
が
受
け
継

ぎ
ま
し
た
。
姉
が
入
園
し
た
頃
の
滝
乃
川
学
園
に
は
児
童
部

し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
後
、
児
童
か
ら
成
人
、

高
齢
者
と
、
幅
広
い
障
害
児
者
の
受
け
皿
が
増
え
ま
し
た
。

当
時
幼
少
だ
っ
た
姉
は
、
60
年
以
上
こ
ち
ら
で
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
、
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
学
園
に
巡
り
会

え
た
こ
と
は
私
た
ち
家
族
の
幸
運
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
保
護
者
会
は
、
い
ろ
ん
な
事
情
の
あ
る
保
護
者
が
集
ま
っ

て
、
ゆ
る
や
か
に
つ
な
が
れ
る
場
所
で
す
。
何
か
特
定
の
目

的
を
持
っ
て
頑
張
る
場
所
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
か

ら
も
幅
広
い
保
護
者
の
方
に
開
か
れ
た
保
護
者
会
で
あ
り
続

け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
ま
だ
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
保
護

者
の
方
も
、
ぜ
ひ
気
軽
に
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

「
滝
乃
川
学
園
は
心
地
い
い
ね
」

そ
う
言
っ
て
笑
い
合
う
人
々
を

木
漏
れ
日
と
、
草
木
の
さ
ざ
め
き
が

包
み
込
ん
で
い
き
ま
す

閉
じ
た
安
全
な
世
界
で
は
な
く

よ
り
多
く
の
ふ
れ
あ
い
の
中
で

利
用
者
さ
ん
が
過
ご
せ
る
よ
う
に

門
戸
を
開
い
た
学
園
で

今
日
は
「
も
の
の
市
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

滝
乃
川
学
園
か
ら
の
お
便
り

「
矢
川
だ
よ
り
」

今
号
は
、
学
園
と
利
用
者
さ
ん
を
と
り
ま
く

人
々
の
姿
を
お
届
け
し
ま
す

ゆ
る
や
か
に
開
か
れ
た

保
護
者
た
ち
の
つ
な
が
り

2023年7月から滝乃川学園保護者会会長に就任。武蔵野市出身。滝乃川学園に入所している姉が
いる。幼い頃に滝乃川学園の敷地内の野原を走り回って遊んだ思い出がある。本業では40年以上
建築業界に携わり、現在はユニットバスなど建築設備の設計を手がける。趣味はラグビー。

滝乃川ガーデン
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滝乃川学園保護者会 会長
髙樋 浩史（たかとい・ひろし）

ひと
の
矢川



　

民
族
楽
器
、
バ
グ
パ
イ
プ
の
演
奏
者

に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
と

と
も
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
も
の
の
市
」。

ガ
ー
デ
ン
広
場
で
は
Ｊ
Ｒ
中
央
線
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
協
力
に
よ
る
「
も

の
づ
く
り
の
わ
」
が
行
わ
れ
、
障
害
の

あ
る
作
り
手
の
多
彩
な
作
品
の
中
か
ら
、

一
期
一
会
の
お
気
に
入
り
を
探
す
人
々

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
記
念
館
前
の
広
場
に
は
デ
ザ
ー
ト
や

軽
食
な
ど
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
並
び
、

国
立
音
大
付
属
中
学
・
高
等
部
合
唱
団

の
演
奏
や
、
国
立
三
中
合
唱
団
の
合
唱
、

滝
乃
川
学
園
職
員
に
よ
る
バ
ン
ド
の
ラ

イ
ブ
演
奏
も
。

　
記
念
館
２
階
で
は
地
域
団
体
「
ま
ち

の
こ
」
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に
よ
る
「
こ
ど

も
の
ひ
ろ
ば
」
が
開
か
れ
、
子
ど
も
た

ち
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
遊
び
に
夢
中

に
な
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。

　
年
齢
、
性
別
、
障
害
の
有
無
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
垣
根
を
超
え
た
人
々
で
、
園

内
は
ず
っ
と
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

綺
麗
な
秋
晴
れ
の
中

「
も
の
の
市
」
ス
タ
ー
ト
！

礼拝堂前に素敵なお店がずらり

 仮装した“あんこ”も大活躍！
 礼拝堂でのバグパイプ演奏

 ものの市特別仕様の正門

ものの市 in 滝乃川学園

雑貨やお菓子の並ぶ「ものづくりのわ」

2023年10月28日、障害のある作り手たちの作品を販売す
るマルシェ「ものづくりのわ」の拡大版として、多様性がテー
マのイベント「ものの市」が、滝乃川学園の敷地内で開催さ
れました。創始者、石井亮一・筆子夫妻の「障害のある人々

が、閉じた安全な場所でなく、地域に開かれた場所で過ごせ
るように」という想いから、まちへ門戸を開き続けてきた滝
乃川学園。その思いを具現化するかのように、利用者さんと
地域の人々がともに楽しんだ一日の様子をお届けします！

45

 記念館２階は「こどものひろば」に

 キッチンカーの出店も



　

月
一
回
の
公
開
お
手
入
れ
活
動
を

行
っ
て
い
る
「
滝
乃
川
学
園
ガ
ー
デ

ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
ブ
ー
ス
で
は
、

ガ
ー
デ
ナ
ー
や
参
加
者
が
企
画
し
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。
松
ぼ
っ

く
り
で
作
る
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
、

木
の
幹
で
作
る
サ
ン
タ
こ
け
し
作
り

や
、ガ
ー
デ
ン
で
見
頃
を
迎
え
る
シ
ュ

ウ
メ
イ
ギ
ク
や
バ
ラ
の
実
、
藍
の
花

な
ど
を
使
っ
た
リ
ー
ス
作
り
な
ど
に
参

加
者
み
ん
な
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

毎
月
の
公
開
お
手
入
れ
の
日
に
は
、

ガ
ー
デ
ナ
ー
に
よ
る
ミ
ニ
講
座
も
行
わ

れ
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
る

松
ぼ
っ
く
り
の
見
分
け
方
や
、
冬
の

枯
れ
た
花
を
楽
し
む
方
法
な
ど
、
季
節

に
合
わ
せ
た
植
物
の
楽
し
み
方
が
広
が

り
ま
す
よ
。

　

YouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
「
東
京
都
地
域

公
益
活
動
推
進
協
議
会
」
で
、
滝
乃
川

学
園
ガ
ー
デ
ン
の
取
り
組
み
を
紹
介
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
ち
ら
も
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
！

秋
の
滝
乃
川
学
園
ガ
ー
デ
ン
を

楽
し
む
企
画
も
！

ムラサキシジミは矢川やハケの周りの常緑樹の葉の上でよく見かけ、ムラサキツバメ
は学園の西側街路樹のマテバシイで発生しています。この蝶は南方系で以前いなかっ
たのですが、1 5年程前から市内下水道公園周囲で発生し、集団越冬も見られています。
この２種のチョウは、初冬の頃になると日光浴で羽を開くので見やすくなります。

矢川あたりの
鳥たち虫たち

あおいとり保育園の園長先生に聞く

その６
ムラサキシジミ
 と

　　ムラサキツバメ

滝乃川学園のご近所、「国立あおいとり保育園」の園長・佐伯元行
さんは、幼い頃から生き物博士！　そんな佐伯園長に、滝乃川
学園界隈でその季節に見られる鳥や虫を教えてもらいましょう。

写
真
・
文:

佐
伯 

元
行

ムラサキツバメのメスムラサキシジミのメス

ムラサキツバメの集団越冬 ムラサキツバメのオス
ムラサキツバメ幼虫から

汁をもらうアミメアリ

滝乃川学園にも秋がやってきました

親子で飾りづくりにチャレンジ

ハロウィンやクリスマスの飾りワーク

シュウメイギクが見頃に

滝乃川ガーデンプロジェクトの紹介
素敵な飾りができました

ショップ

67
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「
採
用
」
と
い
う
と
大
き
な
一

歩
に
聞
こ
え
ま
す
が
、
ま
ず
は
職

員
に
話
を
聞
い
て
み
る
こ
と
で

「
自
分
ら
し
い
関
わ
り
方
」
が
見

え
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
日
は
採
用
ブ
ー
ス
に
気
軽

に
立
ち
寄
り
、
話
を
聞
い
て
か
ら

見
学
に
進
ま
れ
た
り
、
実
際
に
応

募
に
進
ま
れ
る
方
も
お
ら
れ
ま
し

た
。
ご
自
身
の
ス
キ
ル
を
活
か
せ

る
職
種
、
特
定
の
職
種
に
応
募
し

た
い
と
い
う
方
だ
け
で
な
く
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
関
わ
り
方

に
興
味
を
持
つ
方
も
。
福
祉
職
の

経
験
者
も
い
れ
ば
、
全
く
初
め
て

と
い
う
方
も
、
ブ
ー
ス
を
訪
れ
て

自
分
ら
し
い
滝
乃
川
学
園
へ
の
関

わ
り
方
を
見
つ
け
て
い
き
ま
し
た
。

　
利
用
者
さ
ん
が
そ
の
人
ら
し
く

地
域
で
過
ご
し
て
い
く
た
め
に

は
、
関
わ
る
人
の
協
力
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
児
童
か
ら
高
齢
者
ま
で

の
多
様
な
利
用
者
さ
ん
と
関
わ
り

な
が
ら
、
自
分
に
合
っ
た
キ
ャ
リ

ア
プ
ラ
ン
を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
？

滝
乃
川
学
園
で
は
た
ら
く

「
も
の
の
市
」の
採
用
ブ
ー
ス
出
展

「国立人」は、のびやかにはたらく人を大切にする国立（くにたち）エリアの求人サイトです（https://kunitachijin.com/）

インタビュー
by

「ものの市」の日、ガーデン広場では滝乃川学園の採用ブースが開かれ 、 広報誌やパンフ
レットの配布、希望者には職員による説明が行われました。「ものの市」をきっかけに滝乃
川学園を知った人、ご近所の方から遠方の方まで、多くの人に足を運んでいただきました！

　自
分ら
しい

滝乃
川学
園と
の関
わり
方を

　　
見つ
けま
せん
か？

知的障害者グループホームは平日の日

中はお仕事や通所事業所に通われてい

る皆さんの帰寮後や休日の食事づくり

や清掃補助、生活上の相談などの日常

生活の支援を主に行います。

高齢の利用者様の食事作りやお食事の

介助。入浴介助や通院同行などの日常

生活支援。また季節ごとのイベントや

外出など、利用者の皆さんが楽しく余

暇を過ごせるようにお手伝いします。

勤務地　国立市内・立川市内　

資格不問・学生・主婦の方大歓迎

夜勤アルバイト

勤務時間　15：00 ～翌10：00

　　　　　15：3 0 ～翌10：30

　　　　　（休憩５時間）※仮眠あり

給与　１夜勤　20,558円

（ベースアップ加算手当・夜勤手当含む）

調理パート

勤務時間　14：00 ～ 18：00

　　　　　15：00 ～ 19：00（４時間）

時給　1,147円

（ベースアップ加算手当含む）

シフト勤務制（早番・日勤・遅番・夜勤）

時給　1,1 47 円

（ベースアップ加算手当含む）

夜勤の場合　2 0,5 5 8 円～

（ベースアップ加算手当・夜勤手当含む）

知的障害者グループホーム

募集職種：夜勤アルバイト・
　　調理パート

認知症対応型グループホーム「やがわ荘」

募集職種：介護職員（有期）

知的障害のある利用者の皆さんの日々

の健康管理、配薬管理、経管栄養等の

医療ケア、通勤付き添い、医師の指示

による看護業務全般を行っていただき

ます。

幼児から高齢の方まで幅広い年齢の利用

者の皆さんの対応をしていただきます。

勤務時間　8：00 ～ 17：00

　　　　　8：30 ～ 17：30

　　　　　9：00 ～ 18：00  等

　　　　　※早番・日勤のみ（夜勤なし）

基本給　257, 300円～　　　　　　

※モデル経験年数15年想定

コメディカル手当　40,000円

賞与　年２回　4 . 1カ月（前年度実績）

看護師（正規職員）

知的障害のある利用者の皆さんの食

事、入浴、排せつ介助。また通院同行

や外出同行など利用者の皆さんの日常

の生活に寄り添いサポートしていただ

きます。

知的障害のある利用者の皆さんの身体

面のサポートや運動指導。リハビリ計

画の策定、補装具のメンテナンス、支

援スタッフへの助言などを行っていた

だきます。

シフト勤務制（早番・日勤・遅番・夜勤）

正規職員

給与　基本給 1 9 0,1 0 0 円～　※大卒

（大卒の場合初任加給 1 6,0 0 0 円有り）

賞与　年２回　4.1 カ月（前年度実績）

有期契約職員

時給　1,1 47 円

（ベースアップ加算手当含む）

勤務時間　8：00 ～ 17：00

　　　　　9：00 ～ 18：00

　　　　　（実働８時間）　

基 本 給　2 2 5,691 円 ～　　　　　　　

※モデル経験年数３年想定

コメディカル手当　20, 000円

賞与　年２回　4 . 1カ 月（前年度実績）

生活支援員
（正規職員・有期契約職員）

理学療法士（正規職員）

福祉の経験がなくても OK ！   無資格 OK ！

新人研修や OJT により安心して働けます。

育休取得率　女性100％・男性 80％

（前年度実績）/ 介護休暇あり

仕事と育児・介護の両立も叶う職場です。

経験者優遇します。

2025（令和７）年には
新宿区に新事業所開設予定！！

滝乃川学園では一緒に働いてくれる仲間を大募集しています。



矢
川
の
ま
ち
め
ぐ
り

自
然
と
農
、
歴
史
と
文
化
、
人
々
の
暮
ら
し
が

ゆ
る
や
か
に
流
れ
る
矢
川
エ
リ
ア
を
中
心
に
、

国
立
の
ま
ち
を
め
ぐ
り
た
く
な
る
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

西
国
立
駅
か
ら
徒
歩
10
分
、
踏
切

を
渡
っ
て
「
み
の
わ
通
り
」
の
坂

を
下
っ
て
い
く
と
、
右
手
の
崖
下

に
大
き
な
池
の
あ
る
神
社
が
見
え

て
き
ま
す
。
こ
の
「
矢
川
弁
財
天
」

に
は
矢
川
の
源
流
の
一
つ
が
あ
り
、

狛
犬
で
は
な
く
狛こ
ま
へ
び蛇
が
い
る
、
日

本
で
も
珍
し
い
神
社
で
す
。
敷
地

内
の
「
龍
神
之
池
」
に
は
色
と
り

ど
り
の
鯉
が
棲
み
、
地
元
の
人
に

と
っ
て
坂
を
登
り
下
り
す
る
時
に

鯉
の
様
子
を
眺
め
る
の
が
楽
し
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。

◆ 

立
川
市
羽
衣
町
3-

2 9-

2 7

地元民が
　オススメする

矢川

国
立
第
六
小
学
校
に
面
し
て
設
け
ら

れ
た
大
き
な
木
の
あ
る
小
さ
な
公
園

で
す
。
東
側
に
あ
る
階
段
を
下
り
て

い
く
と
、
南
北
に
流
れ
る
矢
川
に
入

る
こ
と
が
で
き
、
夏
場
に
は
た
く
さ

ん
の
子
ど
も
た
ち
が
川
遊
び
を
し
て

い
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
す
。

源
流
か
ら
滝
乃
川
学
園
ま
で
続
く
矢

川
の
中
間
地
点
に
あ
り
、
小
休
憩
に

も
ぴ
っ
た
り
で
す
。

◆ 

国
立
市
青
柳
１-

20-

5

矢
川
駅
か
ら
徒
歩
５
分
の
、
大
き
な

噴
水
の
あ
る
公
園
で
す
。
遊
具
で
遊

ぶ
子
ど
も
や
、
ベ
ン
チ
で
の
ん
び
り

過
ご
す
親
子
連
れ
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

や
健
康
器
具
の
あ
る
広
場
で
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
む
人
な
ど
、
幅
広
い
年
齢

層
の
人
が
訪
れ
ま
す
。
１
月
は
ど
ん

ど
焼
き
、
８
月
は
盆
踊
り
が
行
わ
れ

る
な
ど
、
地
元
の
人
の
思
い
出
が
た

く
さ
ん
詰
ま
っ
た
公
園
で
す
。

◆ 

国
立
市
富
士
見
台
4-

2-

4

矢
川
弁
財
天
付
近
や
矢
川
緑
地
保
全

地
域
を
源
流
と
す
る
湧
水
が
流
れ
る
、

約
１
・
５
㎞
続
く
穏
や
か
な
川
で
す
。

住
宅
地
や
小
学
校
、
農
地
な
ど
を
緩

や
か
に
蛇
行
し
な
が
ら
進
み
、
滝
乃

川
学
園
の
園
内
の
中
央
を
南
北
に
流

れ
、
府
中
用
水
と
合
流
し
ま
す
。

矢
川
に
沿
っ
て
歩
い
て
み
る
と
、
こ

の
地
域
の
暮
ら
し
と
リ
ン
ク
し
た
川

で
あ
る
こ
と
が
実
感
で
き
ま
す
。

◆ 

立
川
市
羽
衣
町
か
ら

矢
川

矢
川
い
こ
い
の
広
場

矢
川
上う

え

公
園

矢
川
弁
財
天

今回のテーマ
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MAP
- 地元民がオススメする矢川 -

矢川の
まちめぐり
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米川館長の
 歴史さかのぼり

こ
の
コ
ラ
ム
は
滝
乃
川
学
園
の
深
い
歴
史
に
魅
せ
ら
れ
、
２
０
０
９
年
に

記
念
館
館
長
に
な
っ
た
米
川
さ
ん
の
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
る
コ
ラ
ム
で
あ
る
。

大
学
卒
業
後
、
筆
子
と
関
係
の
深
い
立
教
女
学
校

の
教
頭
に
就
任
し
た
こ
と
等
考
え
る
と
、
明
治

20
年
代
の
初
頭
に
は
面
識
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
判
明
し
て
い
る
当
時
の
記

録
か
ら
二
人
の
接
点
を
調
べ
て
み
る
と
、
１
８
９
３

（
明
治
26
）
年
８
月
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
の
女
学
校
が
集

ま
り
、
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
で
開
催
さ
れ
た
「
第
１

回
女
子
夏
期
学
校
」
に
筆
子
は
講
師
と
し
て
参
加

す
る
が
、
そ
こ
に
亮
一
の
孤
女
学
院
か
ら
女
学
生
２

名
が
参
加
し
て
い
る
（
※
１
）。
翌
年
の
１
８
９
４

（
明
治
27
）
年
に
は
、
亮
一
の
「
孤
女
学
院
」
を
支

援
す
る
た
め
の
慈
善
市
（
バ
ザ
ー
）
の
発
起
人
に
筆

子
が
名
を
列
ね
（
※
２
）、
ま
た
、
１
８
９
５（
明
治

28
）年
に
筆
子
が
校
長
を
勤
め
る「
静
修
女
学
校
」に
、

講
師
と
し
て
亮
一
を
招
聘
し
て
い
る
（
※
３
）。

　
す
で
に
孤
女
学
院
に
て
知
的
障
害
児
教
育
に
取

り
組
ん
で
い
た
亮
一
は
、
障
害
児
を
抱
え
て
い
た

筆
子
へ
の
支
援
を
始
め
る
。
自
宅
で
娘
た
ち
の
療

育
を
し
て
い
た
筆
子
の
も
と
に
保
母
を
斡
旋
し（
※

３
）、
一
時
的
に
娘
を
孤
女
学
院
で
預
か
っ
て
い
る

（
※
４
）
そ
の
後
の
「
滝
乃
川
学
園
」
に
お
い
て
協

働
す
る
下
地
が
こ
の
頃
に
培
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
筆
子
は
、
上
京
、
就
学
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
、

結
婚
、
華
族
女
学
校
勤
務
、
出
産
と
慌
た
だ
し

い
10
代
か
ら
20
代
を
送
っ
て
い
た
。
そ
の
よ
う

な
中
、
１
８
９
２（
明
治
25
）
年
、
夫
の
小
鹿
島

果
が
病
気
で
亡
く
な
る
。
筆
子
は
、
障
害
の
あ

る
娘
た
ち
を
抱
え
な
が
ら
も
、
自
分
の
使
命
と

し
て
様
々
な
活
動
を
続
け
て
い
く
。
華
族
女
学

校
教
師
、
華
族
女
学
校
付
属
幼
稚
園
主
事
の
他

に
、
女
性
の
社
会
活
動
や
、
女
子
の
就
学
活
動

を
支
援
す
る
た
め
の
「
大
日
本
婦
人
教
育
会
」

の
理
事
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
「
静
修
女
学

校
」校
長
と
、女
性
教
育
家
と
し
て
多
忙
を
極
め
、

時
代
の
先
頭
に
立
っ
て
い
た
。

　
亮
一
と
筆
子
の
出
会
い
が
い
つ
な
の
か
、は
っ

き
り
と
し
た
こ
と
は
判
ら
な
い
が
、
同
時
期
に

日
本
聖
公
会
の
信
徒
と
な
っ
て
い
る
。（
筆
子
は

１
８
８
６（
明
治
19
）年
、亮
一
は
１
８
８
７（
明

治
20
）年
に
洗
礼
を
受
け
る
）
ま
た
、
筆
子
は
亮

一
の
師
で
あ
る
立
教
大
学
創
立
者
ウ
ィ
リ
ア
ム

ス
師
か
ら
洗
礼
を
受
け
て
い
る
こ
と
、
亮
一
が

亮
一
と
筆
子
の
出
会
い

その
６

15

❶

石井亮一・筆子記念館
館長　米川　覚

❹ ❸

※１：1 8 9 3（明治2 6）年９月1 6日発行『女学雑誌』第3 5 3号　※２：1 8 9 5（明治2 8）年1 2月2 5日発行『女学雑誌』4 0 5号
※３：石井亮一伝稿　※４：滝乃川学園有志寄付簿

❷

❸

❷

①アメリカのキリスト教関係誌に掲載された孤女学院生徒の集合写真　②孤児学院校舎

③静修女学校校舎　④静修女学校生徒教員集合写真（最後列左から３人目が筆子）

❹

14



　
日
本
聖
公
会
と
滝
乃
川
学
園　

　
創
立
者
の
石
井
亮
一
は
、
立
教

大
学
在
学
中
に
キ
リ
ス
ト
教
と
出

会
い
ま
し
た
。
日
本
聖
公
会
の
祖

で
あ
り
、
立
教
大
学
の
創
始
者
で

あ
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
主
教
よ
り
教

え
を
受
け
、
信
徒
と
な
り
、
夫
人

の
筆
子
も
同
主
教
の
下
で
信
徒
と

な
り
ま
し
た
。
敬
虔
な
信
徒
で

あ
っ
た
夫
妻
は
、
学
園
の
中
心
に

教
会
を
建
て
、
日
曜
日
の
礼
拝
の

み
な
ら
ず
、
日
課
の
最
初
は
朝
の

お
祈
り
で
始
ま
り
、
夕
の
お
祈
り

で
閉
じ
て
い
ま
し
た
。

　
設
立
当
初
か
ら
、
日
本
聖
公
会

か
ら
の
多
大
な
る
ご
支
援
を
い
た

16

　
チ
ャ
プ
レ
ン

　
チ
ャ
プ
レ
ン
は
、
教
会
以
外
の

学
校
や
病
院
や
社
会
福
祉
施
設
と

礼
拝
堂
（
チ
ャ
ペ
ル
）
で
働
く
牧

師
の
こ
と
で
す
。
滝
乃
川
学
園
で

で
は
昨
年
度
よ
り
、
常
務
理
事
で

も
あ
る
高
瀬
祐
二
が
就
任
し
て
い

ま
す
。

聖
三一礼拝堂とクリスマス・リース

だ
い
て
お
り
、
学
園
の
１
３
０
年

に
わ
た
る
歴
史
は
、
日
本
聖
公
会

と
共
に
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
教
会
の
カ
レ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て
書
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
教
会
の
カ
レ
ン
ダ
ー
で
は
、
巷
の
カ
レ
ン
ダ
ー
と
は
異
な

り
12
月
の
最
初
の
日
曜
日
が
元
旦
に
な
り
ま
す
。
今
年
は
12

月
３
日
が
そ
の
日
に
あ
た
り
、
降
臨
節
（
ア
ド
ベ
ン
ト
）
が

始
ま
り
ま
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
（
イ
エ
ス・キ
リ
ス
ト
の
誕
生
）

の
準
備
の
時
が
カ
レ
ン
ダ
ー
の
最
初
に
な
り
、
こ
の
日
か
ら

４
週
後
の
25
日
が
降
誕
日
（
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
誕
生
を

祝
う
ク
リ
ス
マ
ス
）
と
な
り
ま
す
。
今
年
は
24
日
、
日
曜
日

が
降
臨
節
第
４
主
日
と
降
誕
日
前
日
（
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
）

と
な
り
、
２
５
日
降
誕
日
は
月
曜
日
に
な
り
ま
す
。
ク
リ
ス

マ
ス
イ
ブ
が
日
曜
日
に
な
る
の
で
ク
リ
ス
マ
ス
の
お
祝
い
を

す
る
に
は
良
い
日
程
で
す
。

　

伝
統
的
な
教
会
（
カ
ト
リ
ッ
ク
や
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
一

部
等
）
の
多
く
は
、
降
臨
節
（
ア
ド
ベ
ン
ト
）
に
は
お
祝
い

事
を
行
わ
な
い
（
例
え
ば
結
婚
式
等
）
と
い
う
習
慣
が
あ
り

12
月
は
じ
ま
り
の
カ
レ
ン
ダ
ー

チ
ャ
プ
レ
ン
　
高
瀬 

祐
二

チ
ャ
プ
レ
ン
か
ら
の
ク
リ
ス
マ
ス
メ
ッ
セ
ー
ジ

ま
す
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
誕
生
を
祝
う
ク
リ
ス
マ
ス
な

の
で
、
祝
い
事
を
行
う
に
は
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
思
い
ま
す

が
、
な
ぜ
で
し
ょ
う
？　
そ
れ
は
聖
書
の
記
述
に
由
来
し
ま

す
。
聖
書
に
よ
れ
ば
イ
エ
ス
の
父
ヨ
ハ
ネ
、
母
マ
リ
ヤ
は
、
人

口
登
録
の
た
め
、
生
ま
れ
故
郷
へ
の
旅
の
途
中
、
宿
に
泊
ま
れ

な
か
っ
た
た
め
に
馬
小
屋
で
イ
エ
ス
を
出
産
し
ま
し
た
。
ま

さ
に
非
常
事
態
で
の
出
産
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
聖

書
の
他
の
個
所
に
は
、
新
た
な
指
導
者
の
誕
生
を
恐
れ
た
為

政
者
が
、
イ
エ
ス
と
同
年
代
の
た
く
さ
ん
の
子
供
を
殺
し
た
、

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
イ
エ
ス
の
誕
生
に
思
い
を
は
せ
る
と
、

さ
あ
お
祝
い
だ
！
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
理
由
を
お
判

り
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
は
12
月
25
日
に
固
定
さ
れ
た
祝
日
で
す
が
、

キ
リ
ス
ト
教
に
と
っ
て
ク
リ
ス
マ
ス
と
な
ら
ぶ
祝
日
・
復
活

祭
（
イ
ー
ス
タ
ー
）
は
毎
年
移
動
し
、
移
動
祝
日
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
復
活
祭
は
「
春
分
の
日
の
後
の
最
初
の
満
月
の

次
の
日
曜
日
」
と
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
来
年
は
３
月
31

日
に
な
り
ま
す
。
日
本
で
は
イ
ー
ス
タ
ー
は
ク
リ
ス
マ
ス
ほ

ど
盛
り
上
が
り
ま
せ
ん
が
、
キ
リ
ス
ト
教
に
と
っ
て
は
大
事

な
祝
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。



重度の方でもいきいきと活動できる場所を目指し、
「新作業棟建設プロジェクト」を企画準備中です。
現在、インターネット寄附の導入も検討しておりま
す。引き続きのご支援をお願い申し上げます。

日頃より私たち滝乃川学園に温かいお心をお寄せい
ただき、深く感謝申し上げます。私たち滝乃川学園
は、障害を持つ人々がみずからの幸せを希求できる
場を創造、提供し、それを支援する有為な人材を育
て、学園の発展のみならず、わが国の障害者福祉の
さらなる進歩に貢献できるよう、役職員一同、先駆
者としての誇りを胸に、努力していく所存です。
引き続き、皆様のご指導とあたたかいご支援を宜し
くお願い申し上げます。

専用の払込票がございます。必要な方は、お電話また
はメールにてお問い合わせください｡

銀行名　：三井住友銀行国立支店
口座番号：普通預金 0921148
口座名義：社会福祉法人滝乃川学園 理事長 石井慈典

銀行名　：三菱UFJ銀行府中支店　　
口座番号：普通預金 0002309
口座名義：社会福祉法人滝乃川学園 理事長 石井慈典

ご支援のお願い

1 3 0周年記念寄付について

お
振
り
込
み
先

ゆうちょ銀行

三井住友銀行

三菱UFJ銀行

ホームページにて、令和５年７月１日から
10月31日までにご寄附をいただきました
皆様をご紹介させていただいております。

感謝録
寄附者
ご紹介

インフォメーションボード 12月

2023年

学園の中にある 500坪ほどの敷地にコミュニティ
ガーデンを作り、内外の人がみんなで協力して、維
持管理をしながら、誰もが憩うことができる場所を
目指して活動しています。まずは気軽にガーデンの
見学にいらしてください。お待ちしています！

【日時】「滝乃川学園ガーデンプロジェクト」のフェ
イスブック（公式ページ）で最新の日程をお知らせ
していますので、ご確認ください。

【場所】聖三一礼拝堂前コミュニティガーデン
【服装】汚れてもよい服装、靴
ガーデンプロジェクト担当　糸永（法人本部）

【電話】0 4 2-5 7 3-3 9 5 0（9時〜 1 7時）

滝乃川学園ガーデンプロジェクト

滝乃川学園では、日中活動支援、余暇活動支援、園
内環境整備（除草・落ち葉掃きなど学園内の清掃・
整備）などのボランティア活動をしてくださるボラ
ンティアの方を募集しています。イベントボラン
ティアは、随時ホームページにて情報を掲載してい
きます。ぜひお気軽にお問い合わせください。

ボランティア担当
【電話】0 4 2-5 7 3-3 9 5 0（9時〜 1 7時）

滝乃川学園ボランティア募集！

ファミリーソーシャルワーカー
（家庭支援専門相談員）

福祉のこれって何？ vol.06

Q.障害のある子どもが大人になっていくまでに、
　必要としている支援とは？
　ご本人の自己実現を目指すための支援です。
　ファミリーソーシャルワーカーの役割には、そ
の方の望む暮らしに必要なサービスや人材、イン
フォーマルな支援、コミュニティー資源の掘り起
こしなどがあります。滝乃川学園では、児童発達
支援管理責任者や支援スタッフと協力して行って
います。　　

Q.仕事で大切にしていることは？
　障害のある子どもの意向や特性を把握して、適
切な取り組みを進めていくためには、子どもや保
護者との信頼関係、利用者に身近な支援スタッフ
との連携が不可欠です。
　この仕事をして感じることは、ご本人やご家族
の気持ちや願いを叶える制度や資源、人材の確保
が圧倒的に不足しているということです。ソーシャ
ルワーカーとして困難な壁を切り開くため、知恵

ファミリーソーシャルワーカーについて
　滝乃川学園でのファミリーソーシャルワーカーの
役割は、障害のある子どもが、障害児施設に入所す
る際や、退所して地域へ移行する際に、その方の意
向に沿った相談業務を行いながら、ご家庭や地域の
支援施設と連携していく仕事です。
　施設に入所してくる児童は、様々な事情を抱えて
おり、ご本人が望んで入所してくる方は一人もいま
せん。そのため、少しでも不安がないように、ご本
人の状況を支援スタッフに伝えるために、関係者会
議を開いて情報を共有します。
　児童は就学が終わると、地域での生活に移行して

いきます。その際、相談業務
を継続して行いながら、他機
関との連絡・調整、地域へ移
行した後のイメージができる
取り組みやアフターケアなど
を行います。

を 駆 使 し て 関 係 者 に
協 力 を 求 め、 で き る
限 り 利 用 者 に 寄 り 添
い、 自 己 実 現 に つ な
が る 支 援 を し て い き
たいと思っています。

って何？

1819

Ａさんファミリーソーシャルワーカーお話を聞いた人




